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研究課題 1 の対象者は，茨城県内の茨城大学において，2001 年と 2003 年に，学生
健康診断，食生活・生活習慣調査を受けた 2,138 名 (男性 1,241 名 (平均 19.0 歳)，女














研究課題 2 の対象者は，茨城県内の検診施設において，2005 年と 2006 年に，健康
診断，食事調査，生活習慣調査を受けた男性 1,236 名 (平均 48.8歳)である。ベースラ
イン時の食事調査から総エネルギー量を算出，また摂取食品を 14 の食品群に分類し，
食品群別エネルギーを算出した。また，生活習慣として喫煙習慣，飲酒頻度，運動習





と BMI・体重変化に正の関連 (それぞれ p＜0.05)，女性において「3食不規則」と BMI・
体重変化に負の関連が認められた (それぞれ p＜0.01)。また，カテゴリー変数では，「3
食規則的」と比し「3 食不規則」において，男性では 5%以上 BMI 増加のオッズ比は
1.43 (95% 信頼区間 Cl: 0.97－2.11, 傾向性の p値: 0.02)，肥満発症のオッズ比は 2.96 
(95% Cl: 1.22－7.17, 傾向性の p値: 0.01)であった。一方，女性では 5%以上 BMI減少
のオッズ比は 2.79 (95% Cl: 1.36－5.74, 傾向性の p値: 0.03)，痩せ発症のオッズ比は 3.95 
(95% Cl: 1.31－11.89, 傾向性の p値: 0.01)であった。 
研究課題 2において，14の食品群とその後の体重変化との関連について，ステップ
ワイズ法による重回帰分析による検討を行ったところ，砂糖類のみ有意な関連が認め






摂取との関連を検討すると，砂糖類摂取の最高分位は最低分位に比し，1 年間 1kg 以
上の体重増加のオッズ比は 1.36 (95%Cl: 1.01－1.82, 傾向性の p値: 0.04)と有意に高値
を示した。この関連は，年齢，BMI，総エネルギー，喫煙習慣，飲酒頻度，運動習慣
で調整後も 1.36 (95% Cl: 1.00－1.84, 傾向性の p値: 0.04)と有意のままであった。 
 
(考察) 
これまでの食因子と体格変化における先行研究においては，『3食の規則性』の食行
動と体格変化，食品群摂取と体格変化との関連については，あまり検討されていなか
った。本研究では，大学生においては，男性において「3 食不規則」という食行動と
体格増加，女性において「3 食不規則」という食行動と体格減少との関連，また，成
人期男性においては，食品群で評価された砂糖類と体重増加との関連を示した。 
本研究は観察研究であり限界点もあるが，簡易的な『3 食の規則性』の食行動，食
品群で評価された砂糖類摂取について短期の体格変化と関連が認められたことから，
今後留意すべき食因子である可能性が示され，体格変化のハイリスクグループの抽出
や健康教育プログラムに生かせる可能性が示唆された。 
